
創立記念例会

　　　

動をさらに活発化させていきたいと思います。

　特に、この難局を乗り切る元気な企業づくりの為、

自己研鑽を図り、そして情報を共有し合う場として、

いわき経済同友会の組織、機能をフルに活用し生き

残りを賭けていきたいと思います。

三つの目的

１．よい会社をつくろう　

２．よい経営者になろう　

３．よい経営環境をつくろう

を達成する為に以下の活動方針とする。

　１． 各種団体と連携し、特区の推進を図る。

①経済特区

②原発・環境エネルギー特区

③港湾特区

④観光特区

⑤福祉特区

⑥都市計画特区

の指定に取り組む。

１． 本年度は特に会員間の循環型地域経済の強化をはかる。

１． より経営者になり、足腰の強いよい会社をつくるために自己研鑽をはかる。

１． よい経営環境をつくるために、産学官との連携をはかり地域社会に提言する。

１． いわきの物産品の販売力強化を図るため、各種のブランド化に取り組む。

１． いわきの交流人口拡大の起爆剤、観光戦略の一つとして、カジノの可能性を推進していきたい。

１． 原発事故処理として原子炉の解体と廃炉に向けた研究。

さらに、ロボット産業等々を含む。産業集積を図る。

１． 社会貢献をはかれる企業づくりに取り組む。

１． 会員企業の連携により、経営の拡大と体質強化をはかる。

１． 様々な団体との交流、連携を図り地域力の強化をはかる。

１． 元気のでる会にすべくグループ・委員会の活性化を進め、会員拡大をはかる。

Ⅱ　活動方針

１． グループ会活動の活性化

　　　　昨年度に引き続き４グループにより、経営者としての資質向上を目指したテーマをそれぞれ設定し活動する。

１． プロジェクトによる提言活動、地域再生のための地域振興策の推進

　　　　いわき地域振興策の創出と、人口減少に伴う産業構造変化に対応すべく産業構造ビジョンを示し提言を行ない、循環型地域経済の構築をはかる。

１． 委員会活動

　　　　　会の運営の効率化と組織力の向上を進めながら、会全体のレベルアップをはかる。

Ⅲ　対外活動

それぞれのプロジェクト・協議会を進める為、様々な団体と交流・連携を図り地域貢献の強化を図る。そして、市内２大学への新学部新設環境づくり、また少子化時代に向けて新入学生の強化と卒業生が就職しやすい新たなる産業集積を進め、雇用などの強化を進める。







４．講　師　国土交通省　観光地域振興部　部長　吉田　雅彦氏

テーマ「（仮）復興後の観光戦略について」

FMいわき「いわき経済同友会だより」
【
６
月
予
定
放
送
】
◇毎週月曜日　17時45分からです。（約５分間）

・６月 ３日　第３グループ　田村慎太郎様

・６月10日　第２グループ 　田子　英彦様

・６月17日　第１グループ　新妻　弘道様

・６月24日　副 代 表 幹 事　小野　賢司様
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